
















「裸の群」（昭和 24 年）と「プレオー 8 の夜明け」（昭和 45 年）は、ともに、
戦犯収容所である、チーホア監獄第 15 号雑居房から、サイゴン中央刑務所



















山 田 潤 治


































クションの立脚点について検討を行いたい。ドキュメント発表の " 場 " の性
質のちがいにより、前者はノンフィクションであること、後者はフィクショ
ンであることを運命づけられている




































11 号（昭和 24 年 11 月号）である。「雄鶏通信」は春山行夫が編集を担当して、



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































学生のころ 不明（昭和 15 ～ 16 年と推定） 回想⑩　学生のころの友人茂木の絵
なし 昭和 16 ～ 17 年 回想⑥　新宿旭町での克子との生活
なし 昭和 17 年 回想①　仙台の陸軍病院
私と知り合って、
わずか一年 昭和 17 ～ 18 年 回想⑥　克子の死（回想①をはさんで前と後）
一昨々年　ビルマ
の正月の直後 昭和 19 年 4 月下旬 回想③　ウァイッセイとの交流
一昨年二月 昭和 20 年 2 月 回想④　雲南戦線からプノンペンへ
一昨年五月 昭和 20 年 5 月 回想④　俘虜収容所（マルタン兵営）へ転属
なし 昭和 20 年敗戦前 回想⑤　タクセン分遣所　金井と白石
一昨年八月 昭和 20 年 8 月 終戦回想⑨　ボワイエ弁務官とミロー弁務官
昨年二月 昭和 21 年 2 月 回想⑦　出頭命令
昨年三月 昭和 21 年３月 回想⑧チーホア監獄第 15 号雑居房　稲葉と鹿野
昨年八月 昭和 21 年 8 月 回想②　サイゴン中央刑務所へ移送
今は二月 昭和 22 年２月 プレオー８・語り手の現在


























































































































































19）井上靖「二つの才能」（「文藝春秋」第 48 巻 10 号（1970 年）、p.266）
20）三島由紀夫「甲乙つけがたく」（同上、p.267）
21）川端康成「疑問はあるが…」（同上、p.270）
